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第5次藤枝市総合計画基本構想などを可決

◦本会議の討論………………　２Ｐ
◦11月定例会の審議結果… …　３Ｐ
◦議員発議・請願……………　３Ｐ
◦一般質問……………………　４Ｐ
◦議会タウンミーティング…　11Ｐ
◦２月市議会定例会の予定…　16Ｐ

主な内容
　市議会11月定例会は、11月19日から12月14日までの26日間
の会期で開催いたしました。平成22年度の一般会計補正予算
や、第5次藤枝市総合計画基本構想の策定についてなど、22
議案が上程され、いずれも原案のとおり可決しました。また、
「地方財政の充実を求める意見書」など、議員による発議案
５件も、原案のとおり可決し、請願1件については採択しました。
　なお、一般質問は11月30日、12月1日の2日間で行いました。

11月市議会定例会

平成23年
１月20日

第177号
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体
を
議
論
す
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
き
て

お
り
、
こ
れ
に
加
え
、
中
学

生
・
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
、

各
年
代
と
の
意
見
交
換
会
も

実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
界
の
有
識
者
な

ど
か
ら
な
る
総
合
計
画
審
議

会
で
の
答
申
を
受
け
る
と
と

も
に
、
何
よ
り
、
我
々
市
議

会
に
お
い
て
も
、
総
合
計
画

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
各

会
派
の
代
表
が
議
会
の
総
意

と
し
て
協
議
、
提
案
を
行
っ

て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
こ
こ

で
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て

も
十
分
に
反
映
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
計
画

は
、
策
定
段
階
に
お
い
て
幅

広
い
市
民
の
参
画
が
十
分
に

得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま

さ
に
、
市
民
と
と
も
に
策
定

し
た
総
合
計
画
で
あ
る
と
考

え
て
も
よ
い
。
将
来
へ
の
不

透
明
感
が
強
く
、
厳
し
い
社

会
環
境
に
あ
る
中
で
、
地
方

に
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
日
、
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
に
は
、
力
強
い
ビ

ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
今

回
の
構
想
内
に
は
、
元
気
あ

ふ
れ
る
理
念
と
と
も
に
、
簡

潔
な
記
述
と
な
じ
み
易
い
文

言
で
、
市
民
に
も
わ
か
り
や

す
い
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
も
、
評
価

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
社
会
環
境
の
変

化
の
予
測
が
難
し
く
、
引
き

続
き
実
効
性
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
が
、
掲

げ
ら
れ
た
「
元
気
共き
ょ
う
そ
う奏

・
飛

躍
ふ
じ
え
だ
」
の
理
念
を
ゆ

る
ぎ
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、

こ
の
藤
枝
が
、
元
気
で
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
都
市
に

向
け
た
展
開
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
、
ま
た
、
志
太

榛
原
地
域
の
中
核
都
市
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
切

に
願
っ
て
、
賛
成
す
る
。

特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び

藤
枝
市
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

藤
枝
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
藤
枝

市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

藤
枝
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
期
末
手
当

の
支
給
並
び
に
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

反
対	

向
こ
う
10
年
間
の
本

市
の
方
向
を
決
定
づ
け
る
基

本
構
想
と
し
て
は
、
不
十
分

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
具

体
的
に
は
以
下
５
点
で
あ
る
。

第
１
に
、
民
主
党
政
権
が
進

め
て
い
る「
地
域
主
権
改
革
」

が
基
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

第
２
に
、
ど
う
い
う
都
市
を

目
指
す
か
と
い
う
目
標
設
定

が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
。

第
３
に
、
藤
枝
を
ど
う
や
っ

て
元
気
に
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
は
具
体
的
に
描
け
て
い

な
い
こ
と
。第
４
に
、「
福
祉
」

と
い
う
言
葉
が
見
当
た
ら
な

い
こ
と
。
第
５
に
、
中
山
間

地
域
の
活
性
化
は
こ
の
方
向

で
実
現
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
。
以
上
の
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

賛
成	

地
区
別
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
始
め
と
し
、
市
域
全

反
対	

多
く
の
女
性
た
ち
が

一
人
の
人
間
と
し
て
人
格
と

個
性
が
輝
く
生
き
方
を
し
た

い
と
望
み
、
真
の
男
女
平
等

社
会
を
確
保
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
結
婚
し
て
も
旧
姓
を

名
の
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
は
少
な
く
な

く
、
世
論
調
査
で
も
、
若
い

人
ほ
ど
制
度
導
入
に
賛
成
で
、

特
に
こ
れ
か
ら
結
婚
を
控
え

る
20
代
で
は
賛
成
者
が
反
対

者
の
２
倍
に
上
っ
て
い
る
。

　

夫
婦
別
姓
は
、
家
族
の
絆

の
崩
壊
に
つ
な
が
る
な
ど
の

理
論
も
あ
る
が
、
家
族
の
絆

は
夫
婦
、
親
子
の
努
力
や
愛

情
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
法
律
が
決
め
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
本
制

度
は
、「
別
姓
に
し
た
い
人

は
別
姓
に
、
同
姓
に
し
た
い

人
は
同
姓
に
」
と
い
う
趣
旨

の
も
の
で
、
個
人
の
自
由
を

尊
重
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

真
の
男
女
平
等
社
会
の
た

め
に
、
今
回
の
民
法
改
正
案

が
民
主
主
義
の
新
た
な
第
一

歩
と
な
る
こ
と
を
願
い
反
対

す
る
。

反
対	

公
務
員
労
働
者
と
民

間
労
働
者
が
労
働
条
件
の
切

り
下
げ
競
争
を
延
々
と
や
ら

さ
れ
て
い
る
限
り
、
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
は
そ
こ
に
と
ど
ま

ら
ず
、
最
終
的
に
市
民
の
利

益
に
は
な
ら
な
い
。
日
本
社

会
が
持
続
的
発
展
を
す
る
た

め
に
は
、
国
民
の
所
得
を
増

や
し
、
内
需
を
拡
大
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

賛
成	

人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
、
国
家
公
務
員
に
お
け
る

制
度
改
正
に
準
拠
し
た
職
員

の
給
与
を
引
き
下
げ
る
改
正

で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
特
別

職
、
教
育
長
、
議
員
の
期
末

手
当
の
引
き
下
げ
で
あ
る
。

民
間
企
業
の
給
与
と
の
均
衡

を
保
つ
た
め
の
改
正
で
あ
り
、

厳
し
い
社
会
情
勢
を
反
映
し

た
、
極
め
て
厳
し
い
措
置
で

は
あ
る
が
、
職
員
組
合
と
も

十
分
な
協
議
を
重
ね
、
合
意

を
得
て
お
り
、
情
勢
適
応
の

原
則
に
か
な
う
も
の
で
あ
り

賛
成
す
る
。

本
会
議
の

討
論

11
月
定
例
会
で
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
反

対
・
賛
成
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
掲
載

し
ま
す
。

第
５
次
総
合
計
画
基
本

構
想
の
策
定
に
つ
い
て

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
に
反
対
す
る
意
見
書

賛成

反対

賛成

反対
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◆
発
議
案
第
３
号

「
地
方
財
政
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
」

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
事

業
の
実
施
な
ど
に
活
用
で
き

る
交
付
金
の
早
期
実
施
。
地

方
一
般
財
源
の
充
実
・
強
化

を
図
る
た
め
、
地
域
間
税
源

の
偏
在
是
正
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
。
補
助
金
制
度
の
あ

り
方
は
、
地
方
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
著
し
く
低
下
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
財
源
確
保

な
ど
地
方
財
政
の
充
実
に
努

め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

◆
発
議
案
第
４
号

「
地
方
分
権
に
対
応
す
る
地

方
議
会
の
確
立
を
求
め
る
意

見
書
」

　

議
長
に
議
会
招
集
権
を
付

与
す
る
こ
と
。
地
方
議
会
議

員
の
職
責
・
職
務
の
範
囲
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
真
に
地

方
分
権
時
代
に
対
応
す
る
地

方
議
会
を
確
立
す
る
た
め
、

法
改
正
を
早
急
に
行
う
よ
う

強
く
求
め
る
。

「
正
應
寺
に
よ
る
墓
地
経
営

を
許
可
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
請
願
」　

　
「
昭
和
40
年
当
時
か
ら
藤

岡
団
地
は
調
和
の
と
れ
た
、

閑
静
な
住
宅
団
地
で
あ
り
、

そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
正
應
寺
に

よ
る
墓
地
建
設
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
当
団
地
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
施
設
で
あ
り
、
墓
地

建
設
は
反
対
で
あ
る
。
よ
っ

て
市
に
対
し
て
は
、
地
域
住

民
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
限

り
、
墓
地
経
営
を
許
可
し
な

い
よ
う
に
求
め
る
こ
と
」
に

対
し
て
、「
４
６
０
０
名
を

超
す
地
元
住
民
の
反
対
署
名

は
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

は
住
民
で
あ
り
、
地
域
住
民

の
声
を
十
分
に
聞
く
中
で
、

地
域
住
民
の
理
解
・
同
意
を

得
る
ま
で
は
墓
地
経
営
を
認

め
な
い
と
い
う
趣
旨
は
理
解

で
き
る
。」
と
し
て
、
本
請

願
は
採
択
と
す
る
。（
要
旨
）

◆
発
議
案
第
５
号

「
父
親
の
育
児
休
業
取
得
促

進
を
求
め
る
意
見
書
」

　

企
業
に
周
知
徹
底
し
、
社

内
で
育
児
休
業
を
取
得
し
や

す
い
雰
囲
気
づ
く
り
や
働
き

方
の
見
直
し
を
進
め
る
と
と

も
に
、
よ
り
一
層
育
児
休
業

取
得
促
進
の
た
め
の
環
境
整

備
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す

る
。

◆
発
議
案
第
６
号

「
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰

上
償
還
の
早
期
実
施
及
び
拡

大
を
求
め
る
意
見
書
」

　

国
に
お
い
て
は
、
公
的
資

金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
制

度
の
早
期
実
施
と
対
象
利
率

の
拡
大
を
強
く
求
め
る
。

◆
発
議
案
第
７
号

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の

導
入
に
反
対
す
る
意
見
書
」

　

本
制
度
を
柱
と
す
る
民
法

改
正
案
の
提
出
の
動
き
が
あ

る
が
、
制
度
の
導
入
に
お
け

る
問
題
点
は
多
い
。
日
本
の

伝
統
文
化
や
家
族
の
絆
を
崩

壊
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

可
決
さ
れ
た
議
員
発
議

請
願
に
つ
い
て

◎ 平成22年度藤枝市一般会計補正予算（第３号）　

◎ 平成22年度藤枝市介護保険特別会計補正予算（第２号）

◎ 平成22年度藤枝市水道事業会計補正予算（第１号）

○ 第５次藤枝市総合計画基本構想の策定について

◎
藤枝市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改
正する条例

◎ 藤枝市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

◎ 藤枝市手数料徴収条例の一部を改正する条例

◎ 藤枝市火災予防条例の一部を改正する条例

◎ 藤枝市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

◎ 藤枝市地域汚水処理施設条例の一部を改正する条例

◎ 藤枝市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例

◎ 市道路線の廃止について

◎ 市道路線の認定について

◎ 町及び字の区域の変更について

◎ 藤枝市岡部本郷地区集会場の指定管理者の指定について

11月定例会で審議された議案　　　　　　　　　　◎全会一致で原案可決　　○賛成多数で原案可決
◎ 入野集会場の指定管理者の指定について

◎ 桂島集会場の指定管理者の指定について

◎ 藤枝市朝比奈活性化施設の指定管理者の指定について

◎ 志太広域事務組合規約の変更について

○
特別職の職員の給与に関する条例及び藤枝市教育長の給与、勤
務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例

○
藤枝市職員の給与に関する条例及び藤枝市職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

○
藤枝市議会議員の議員報酬及び期末手当の支給並びに費用弁償
条例の一部を改正する条例

◎ 地方財政の充実を求める意見書　　　　　　　　　　　　　※

◎ 地方分権に対応する地方議会の確立を求める意見書　　　　※

◎ 父親の育児休業取得促進を求める意見書　　　　　　　　　※

◎
公的資金補償金免除繰上償還の早期実施及び拡大を求める
意見書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

○ 選択的夫婦別姓制度の導入に反対する意見書　　　　　　　※

※議員提出による発議で、下記内容で可決されました。　
　　　　　　　　　　　　　　　　  （要旨掲載）
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行政について
・藤岡の脱法行為による不正な墓地造成は許されるか……P５

・旧役場など旧岡部町の施設の有効的な活用を…P５

・平成23年度藤枝市の予算編成について… ………P５

・地域主権と来年度予算編成について……………P６

・「元祖サッカーのまち」の取り組みについて……P６

・行財政改革について・………………………………P７

・雇用の創出と企業誘致について…………………P７

・行財政改革の推進について………………………P９

・23年度の政策推進策から～主に４つのＫについて～……P９

健康について
・県福祉関係施設および事業の実現の可能性……P４

・障がい児（者）への施策について………………P６

・高齢者（65歳以上）の介護予防について… ……P８

・高齢者や障害者の課題と充実について…………P８

・介護・福祉施策の充実について…………………P８

・病院経営について…………………………………P９

・低所得者に対して国民健康保険税、医療費窓口負担の軽減措置を……P10

・介護福祉事業について……………………………P10

・藤枝市立総合病院の経営改善について…………P10

教育について
・放課後児童クラブの運営指針について…………P10

危機管理について
・企業と命を守る取り組みについて………………P６

環境について　
・中山間地域の人口増加を求める住宅建設について……P７

・環境に優しい安心・安全な街づくりについて…P９

※質問内容については、それぞれのページをご覧ください。

討論とは…
本会議の採決の前に、議員が議案に対して賛成か反対か
の意見を表明すること。

  議会ってなに？……………
No.

４

11月定例会では、13名の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは、その要旨を掲載いたします。（掲載順は質問順です。）I N D E X一 般 質 問

県福祉関係施設および事業の実現の可能性
問 	重症心身障害児（者）の入所施設の志太地域へ
の建設の可能性について。
答	 地域移行が進められていることから新たな入所
施設の整備は認められていない。しかし介護の高齢
化の課題もあり、「ケアホーム」と組み合わせた「生
活介護施設」、常時介護と医療を備えた「療養介護
施設」の整備を来年度に設立予定の志太榛原圏域自
立支援協議会に、広域の課題として提案していく。
問 	小規模多機能型障害者施設の建設について。
答	 障害者の在宅支援の充実に向けて、ショートス
テイ、通所、ホームヘルプ等を一体的に行うことが
有効とされている。それらを一体的に実施すること
の有効性は、高齢者施設の実績からすでに実証済み
である。市としても、開設に向けて最大限支援して
いきたい。
問 	小規模多機能型施設として対応していただける
ような努力を考えているか。
答	 候補としてあげられる施設としては、「わかふ
じ」になる。現在、通所・短期入所は対応している

問 	中央児童相談所の誘致について。
答	 中央児童相談所を本市に誘致することは、緊急
時の対応時間の短縮や専門職の緊急派遣の依頼など、
県と密接な連携強化を図り、本市児童福祉行政の充
実につながるもので、さらに本市と県が協働して志
太榛原地区全体への児童福祉へ貢献する新たな事業
展開も図れるものと考えるので、児童福祉の拠点と
なる、中央児童相談所の本市への誘致を積極的に推
進する。これを機会に公共施設が藤枝に来ることは
非常に意義があることから、このことの他にも、積
極的に公共施設の誘致については、県あるいは、国
の方に呼びかけていく。

が、訪問看護・訪問介護は、新たな職員を確保しな
ければならない等の理由から難しい。来年度施設の
拡充を計画しておりショートステイの増員のお願い
も考えている。
それが、小規
模多機能化に
ついてのひと
つのステップ
になるのでは
ないかと考え
られる。

藤　新　会

議員館
たち

　　正義

デイサービスセンター「わかふじ」
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平成23年度藤枝市の予算編成について

藤岡の脱法行為による不正な墓地造成は許されるか

問 	特に力を入れたい施策を伺う。
答	「人が元気なまちづくり」「学びを通じた元気な
まちづくり」「環境を軸とした元気なまちづくり」
の実施に向け推進したい。
問 	人が元気なまちづくりについての重要な予算の
方向性は何か。
答	「保健計画」改訂、「食育推進計画」策定。予防
接種事業の拡大、中学校までの医療費助成継続など
である。
問 	病院の経営形態の見直しの取り組みについて状
況はどうか。
答	 来年度はプロジェクトチームによる条例や規則
などの改正事務の検討及び労働基準監督署など関係
機関との事前調整を予定している。
問 	環境を軸とした元気なまちづくりについて重要
な予算の方向性を具体的に伺う。
答	 生ごみ資源化対策の拡充、事業所のエコアク
ション21認証取得支援、エコマイスター認定制度
等に取組む。岡部支所をクリーンセンターや環境に

問 	「藤岡団地の真ん中に墓地を許すな」との住民
多数の請願が議会に出された｡ 私は問題の墓地ビジ
ネスを展開している曹洞宗正應寺と㈱愛鷹のやり方
を､ 小田原市の寺と清水の墓苑にいって調査してき
た｡ 3800㎡余の土地を1000㎡以下に複雑に分筆し
て、これだけの開発行為を役所に一片の書類も出さ
ずにやってのけるのは､ 明らかに脱法行為ではない
か｡ 市長は､ こうした不正な墓地造成を､ 許可すべ
きでないと考えるがどうか｡
答	 住民の請願は､ 重く受け止めている｡ 市の ｢土
地利用の適正化に関する指導要綱｣ が適用されない
1000㎡未満にした
り､ 隣地の許可が
いらないような分
筆になっている｡
周囲の土地も一体
的に墓地にしよう
とする意図が隠さ
れているとしたら

遺憾だ｡ 墓地の申請が出されたら慎重､ 適切に対処し
ていきたい｡
問 	こうした不正を未然に防ぐために、100ｍ以内
に住む住民の７割以上の同意を義務づけるなどの条
項を入れた条例をつくるべきではないか。
答	 条例をつくっていきたい。

〈ゼロ予算プロジェクトについて〉
問 	ふるさと納税を対象にした新規事業を伺う。
答	 一般財源とせず、当市独自の取組みで全国発信。
問 	一人一改善運動の推進方法を伺う。
答	 投稿件数は昨年135件、今年238件。効果があ
るものは早急に予算措置している。

ついての情報発信拠点として位置づけを検討する。
〈活気に満ちた元気なまちづくりについて〉
問 	重要な予算の方向性と強化策を具体的に伺う。
答	 都市計画マスタープラン策定、新東名や富士山
静岡空港の活用、主要幹線道路の整備を進める。戦
略立案機能を組織面から一元化し強化する。
〈地域産業が元気なまちづくりについて〉
問 	重要な予算の方向性と強化策を具体的に伺う。
答	 基盤強化策は薬用農作物ミシマサイコ定着化と
茶園整備。農林業の６次産業化の推進。新たな企業
誘致を検討し、全般を所管する独立した組織を創設。

日本共産党

議員大石　信生

藤　新　会

議員杉山　猛
たけ

志
し

ミシマサイコの花倉の試験ほ場

旧役場など旧岡部町の施設の有効的な活用を
問 	岡部支所は３年で見直すという合併協の決定は、
住民合意を得ていない。市長は岡部の住民が合併し
て良かったと思わなければ合併は成功ではないと
言っている。住民が望んでいない支所の廃止は、す
べきでないと考えるが如何か。
答	 岡部支所は、岡部地区発展に欠かせない中核施
設と認識しており、今のところ廃止は考えていない。
問 	旧岡部町の施設は、合併後必ずしも有効に活用
されているとは言えない。原因は位置づけがはっき
りしていないからではないか。藤枝市東部地区の施
設として位置づけを明確にすればもっと利活用がす
すむのではないか。
答	 施設は藤枝市全体のものであり、東部地区住民
だけが使うものとは考えていない。むしろ焼津市と
の広域連携による相互利用をすすめていきたい。
問 	旧町民センターにある図書館は､ 狭く限界だ｡
役場庁舎の2階に移したらどうか。
答	 候補の一つとして検討していきたい。計画の進められている藤岡2丁目地先
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藤　新　会

議員薮㟢　幸裕

公　明　党

議員大石　保
やす

幸
ゆき

問 	藤枝商工会議所が主催するＢＣＰ（事業継続計
画）のセミナーに参加してきたが、市としても災害
後に企業が速やかに事業の再開ができるよう、ＢＣ
Ｐの啓発に取り組んではどうか。
答	 商工会議所や商工会等と連携しつつ、市広報、
ホームページを通じて、企業の危機管理意識の高揚
を図りながらＢＣＰの意義を啓発し、策定に向けた
環境づくりを強力に推進する。
問 	教育現場におけるＡＥＤ（自動体外式除細動器）
による救命講習の実施状況を伺う。
答	 学校では全教員を対象に実施している。中学生
には、一部の学校で保健体育の授業などで実施して
いる。今後も、命の大切さを学ぶ機会としてＡＥＤ
を使った心肺蘇生法の講習を実施していく。

問 	藤枝特別支援学校の生徒で知的障がい者サッ
カー日本代表として、南アフリカに行った生徒もい
る。本市で障がい者サッカー大会を開催してはどうか。
答	 本市では８月に「第16回東海地区特別支援学
校知的障害教育サッカー大会」が開催された。今後
も県サッカー
協会ハンディ
キャップ委員
会と連携しな
がら、本市へ
の障がい者
サッカー大会
の誘致を図っ
ていく。

問 	障がい者に対する公共施設の使用料を免除して
いる自治体も見受けられる。本市でも取り組むこと
が出来ないか。

答	 市内それぞれの施設に規定があり、免除または
50％減免などの措置を講じているが、様々な施設
があり、近隣他市の状況を調査するなど、今後の研
究課題としたい。
問 	学習障がいなどの児童・生徒を支援する手段と
して注目されている「マルチメディア・デイジー（Ｄ
ＡＩＳＹ）教科書」の導入と活用に取り組めないか。
答	 効果が報告されているが、課題もあり、活用方
法や実践事例など、国・県の動向を注視し研究する。

第16回東海地区特別支援学校知的障害教育サッカー大会

企業と命を守る取り組みについて

「元祖サッカーのまち」の取り組みについて

障がい児（者）への施策について

地域主権と来年度予算編成について
問 	地方分権と地域主権の違いは。
答	 国と地方の関係を対等にして、藤枝独自の協働
で元気なまちを目指す。
問 	一括交付金は補助金よりメリットはあるか。
答	 現在、明確ではない。総量規制がされないよう
市長会等で働きかける。
問 	来年度予算の基本方針は。
答	 三つのＫ＝教育、環境、健康予防で日本一を。
問 	来年度の予算規模は。
答	 本年度（418億円）より少し増大か。
問 	予算要求概算額で財源不足にはならないか。
答	 要求総額450億円であるが、30億円近くの縮
減を今後精査して行く。
問 	債務の減債は、臨財債の発行金額は。
答	 部別包括予算制度を取り入れて削減を図る。来
年度の臨財債の発行金額は27億円位。
問 	病院経営は一般会計に影響しているか。
答	 影響は出ている。
問 	病院へ一般会計からの繰入れは考えているのか。

問 	消防広域化で焼津市と統合の時期は、地域消防
団はどうなる。
答	 25年４月に移行。消防団は今のままである。
問 	藤枝環境センターの継続は。
答	 23年３月に契約が切れるが、さらに10年間の
契約更新が出来るよう同意をいただいた。
問 	子供手当の一部地方自治体負担に市長の考えは。
答	 23年以降の負担がないよう国・県に働き掛る。

答	 基本的には考えていないが、貸し付けている
16億円については柔軟に対応する。
問 	病院側は高品質な医療機器の購入要望は。
答	 放射線治療装置、結石破砕装置等。
問 	行革での強化で新部の設立を言っているが。
答	 首長の意思がすぐ伝わり、機動力のあるスピー
ディーな組織を作りたい。
問 	住民参加型市場公募地方債の発行とは。
答	 市立総合病
院の医療機器購
入に当てたい。
問 	藤枝市総合
運動公園に野球
場整備を掲げた
が。
答  ３ヵ年で450
席のスタンドの
ある球場を作る。

野球場建設予定地
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市民クラブ

議員岡村　好男

市民クラブ

議員池谷　　潔
きよし

問 	市の面積の３分の２が中山間地域の藤枝で、中
山間地域に住む市民の大きな問題は少子高齢社会で
の人口減少と過疎化の進行です。定住人口の増加を
求めて対象地域に即効性のある公営の住宅の建設な
ど新たな施策が必要だと思うがどうか。
答	 中山間地域の活性化は、地域コミュニティや基
幹産業である農林業、豊かな自然環境を適切に維持
し、地域の持続的な振興を図ることができる地域住
民の人口流失を最小限に留めるかが人口の増加と並
んで重要な要素である。このため、地域住民による
郷土愛と誇りを高める地域活動推進のための仕組み
づくりと活性化団体の設立や活動に対し、側面的支
援を積極的に行っていく。
　このことから、新たな住宅の建設よりも、地域の
資産である民間の空き家や既存宅地を最大限利活用
することが重要である。また、基幹産業である農林
産業の振興や生活基盤の充実は欠かせない要素であ
り、主要道路の整備や市街地へのアクセスを容易に
するための公共交通機関など、インフラによる利便

性を高める施策も必要である。
問 	現実の問題として平成28年までの６年間に朝
比奈第一小・瀬戸谷小・西北小の３校の児童数が
約50名も減少する推計がされている。島田市では、
国の有利な財源を活用した中山間地域に若者向けの
住宅建設がされている。本市でも中山間地域へ園児
や児童を抱える若者向けの世代向け住宅の建設をす
ることを人口対策解決への一手段として採用できな
いか。
答	 島田市川根で造られた公営住宅は、過疎対策事
業債を活用している。本市は、過疎債は対象外であ
り、辺地債についても公営住宅整備は対象外である。
公が主体となって住宅を誘致する考えもあるが、ま
ず本市では、地域の交流人口を増やすため、グリー
ンツーリズムやデュアルライフなどで魅力を感じて
住み着くようになることが大事であると考える。地
域の魅力を増していくための施策を総合的に考えた
い。

定住促進が期待される中山間地域

中山間地域の人口増加を求める住宅建設について

行財政改革について

雇用の創出と企業誘致について

問 	現在行財政改革と新公共経営が両方存在してい
るため市民にはわかりにくい。そこで一本化する考
えはあるのか伺う。
答	 行財政改革の活動は大変重要なものであり、今
後も続けていく。新しい大綱では、現在、市が目指
している藤枝型新公共経営を中心におき、その活動
の一部として行財政改革を位置づける。したがって、
両者並立の分かりにくさはなくなる。
問 	藤枝型新公共経営の方針は、外部から見てどう
評価されているか、また、内部評価はどうか伺う。
答	 藤枝型新公共経営に対する藤枝市への視察は、
自治体・議員等相次いでいる。インターネット検索
も、常時一位から三位に位置し、全国からの関心の
高さが伺える。職員も、単なる切る削るのではなく、
自分達の提案・提言が実現していく、藤枝型新公共
経営によって、やりがいや達成感を感じている。今
後もこうした職員の意欲を大切にし、市民の立場に
立った行政を進めていく。

問 	ふるさと雇用再生事業や、緊急雇用創出事業等
による雇用創出の成果を伺う。
答	 地域の雇用再生を図るため、継続的な雇用確保
を目的とした「ふるさと雇用再生特別対策事業」に
より延べ2人を、また、次の雇用までのつなぎとし
て短期の雇用を提供する「緊急雇用創出事業」によ
り132人の新規雇用を創出を図り、非正規労働者や
中高年齢者の失業者に対し、生活の安定を支援して
きた。
問 	現下の厳しい雇用情勢を踏まえて、本年度に企
業立地推進ビジョンの、見直しを実施する内容につ
いて、その骨子を伺う。
答	 本年度において、企業留置や誘致、地元企業の
振興による、活性化など元気な藤枝市づくりのた
め、現東名のスマートインターチェンジ周辺や新東
名インターチェ
ンジ周辺の両地
域の位置づけを
含めて、数値目
標の設定や推進
施策の検討など、
企業立地推進ビ
ジョンの見直し
を早急に行う。 建設中の新東名高速道路
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会派に属さない議員

議員志村　富子

藤　新　会

議員萩原　麻夫

問 介護予防の対象者には、要介護になりそうな特
定高齢者と一般高齢者がある。特定高齢者把握のた
めの受診率は３～４割である。その向上策を伺う。
答	 特定高齢者の把握は不十分で、費用負担が大き
い（Ｈ21年度3,444万円）。来年度からは全ての高
齢者を対象に、基本チェックリストの郵送回収によ
る生活機能評価を実施して、把握していく。
問 	特定高齢者への施策は３つ、はつらつシニア
大学の運動学部と、けんこう学部、栄養改善事業
である。昨年度把握した特定高齢者は337人。うち、
70人がこれらの事業に参加。この施策の評価は？
答	 参加者は、30％が改善、54％が現状維持。効
果があり、有効な事業と評価している。不参加者に
は、事業の内容について啓発し、利用の拡大に努める。
問 	一般高齢者向けには地域包括支援センター（安
心すこやかセンター）に委託して、普及啓発事業を
行っている。その評価は？
答	 老人クラブ、ふれあいサロン等で普及啓発事
業を行っており、Ｈ21年度は3,612人（対象者の

問 高齢者や障害者の交通安全の確保について伺う。
答	 各地区の要請に基づき事故防止の実技指導を実
施している。又、老人クラブの協力を得ながらシル
バーポリス制度を活用し各地区の高齢者に交通安全
運動の啓発を進めていく。特に「反射材」は事故防
止に大変有効な為、交通安全協会や、自治会の協力
を得ながら、普及啓発し広く市民運動につなげて行
きたい。
問 	高齢者や障害者の犯罪・人権侵害・悪質商法か
らの保護について伺う。
答	「藤枝市防犯まちづくりネットワーク推進協議
会」を中心に地域ごとに防犯情報の共有化を推進し
安心・安全の社会の実現に最善の努力を図る。
問 	高齢者や障害者の防災施策の推進について伺う。
答	 家具転倒防止や、住宅用火災警報器の普及はま
だ十分ではなく一人暮らしの高齢者宅を訪問し火災
予防や住宅防火・家具転倒防止の啓発活動を行う。
住宅の耐震化は、職員が地域をまわり戸別に耐震化
を推進しているが高齢者世帯や障害者世帯には、上

問 成年後見人制度が必要な人に結びついていない
現状についてその対策を伺う。
答	 制度そのものが市民にまだ十分周知されていな
いため社会福祉協議会などの関係機関と連携し、更
なるＰＲの強化に努めていく。
問 	安心して暮らせる住宅の確保について伺う。
答	「高齢者の居住の安定確保に関する法律」を基
に福祉施策と住宅施策とが連携をして取り組み、第
5次介護・福祉ぷらんや住生活基本計画の中でしっ
かり位置づけをしていく。
問 	地域包括支援センターの機能の充実と職員の業
務軽減に向けて市の責任と指導を伺う。
答	「安心すこやかセンター」は市の委託先であり、
行政の公的な窓口であるので、市の担当職員が各セ
ンターへの取り
組みに積極的に
関与し、指導・
支援等が十分行
われるよう、職
員体制を整えて
いきたい。

13％）が参加した。様々な媒体を活用し、参加促
進を図る。
問 	高齢者の個別の健康相談に応じる役割の地域包
括支援センターの認知度が低い。その向上策は？
答	 愛称「安心すこやかセンター」もＰＲに努める
ためである。取り組みや成果を広め、利用されるこ
とで認知度をあげるようにしていく。
問 	市内の７つのセンターの仕事量の差に対する適
切、公平化への工夫は？委託料１億円余の配分は？
答	 職員の研修、外部評価実施、担当地区の見直し
など。１センターごとの委託料は定額分が1,450万
円、ほかに実績による分もある。
問 	高齢者にとって前向きな生きがいのある活動団
体と言える、シルバー人材センターや老人クラブに
対して、行政が一体となって推進できる活動はない
か？又、自主的活動促進への支援をしてはどうか？
答	 シルバー人材センターとともに調査研究し、受
注や就業機会の拡
大に努め、活動の
場を広げていく。
老人クラブが魅力
ある事業や加入促
進のためにつくっ
た若手委員会など
に協力し、支援を
していく。

乗せ助成制度、税制優遇措置などを説明し、一層の
耐震化の促進を図る。

安心すこやかセンター「亀寿の郷」

高齢者（65歳以上）の介護予防について

高齢者や障害者の課題と充実について

介護・福祉施策の充実について
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藤　新　会

議員遠藤　　孝

藤　新　会

議員植田　裕明

問最近の就労状況と労務改善策は。
答	 患者の治療に支障を来さないよう改善策を講じ、
業務の洗い出しを行い負担軽減に取り組んでいる。
問 	支払利息の軽減策をどの様に図っているか。
答	 企業債への借換えを20、21年度で行い、１億
5,190万円の支払利息の軽減が図られた。
問 	業務委託の軽減策は。
答	 業務仕様の見直し、再点検を実施し、競争原理
を保ちつつ、業務の質を高め経費節減を図っている。
問 	材料費の軽減策は。
答	 全国の病院における薬品の購入価格の状況を調
査の上、予定価格を設定し常に安価で購入している。
問 	病診連携の状況は。
答	 開業医との紹介率は60％を超え「地域医療支
援病院」の名称が承認され、多くの連携を行っている。

問県の事業仕分けで、本市に影響のある事業は。
答	 都市下水路事業費助成とスクールガードリーダ
―派遣事業があり、県に直接出向き、問題提起する。
問 	自主財源のふるさと納税の拡充は。
答	 ふるさと納税を紹介したリーフレットを作成し
イベントでの配布、ホームページ掲載、１万円を超
える寄附者に地場産品の贈呈などＰＲに努めている。
問 	雇用の創出・維持を図るエコ関連企業の誘致は。
答	 環境関連企業等の情報を把握し、研究していく。

問救急車や消防車が通れない狭あい道路の整備は。
答	 土地の寄附を受け、理解を得て整備している。

問 	瀬戸踏切付近の整備は。
答	 県と連携・
協働による事
業化を図りたい。
地元の皆様と協
議していく。
問 	学校周辺に
ＬＥＤ照明の設
置と路面標示は。
答	 ＬＥＤ灯の
設置を推進し、
通学路などに路面のカラー舗装や「止まれ」の強調
表示等を行っている。
問 	追分・瀬戸新屋・内瀬戸付近の異臭対策は。
答	 水路改修等の要望が60件ある。改善に努める。

病院経営について

行財政改革の推進について

環境に優しい安心・安全な街づくりについて

瀬戸踏切

問 	重要施策「４つのＫ（健康・教育・環境・危機
管理）」健康・予防日本一とは、どういう計画か。
答	 本市は、健診の高受診率や平均寿命が長いなど、
市民の高い健康意識があり、これを活用して日本一
をめざす。
　具体的には、来年度は、軽スポーツ普及活動のさ
らなる推進、地元食育関連団体と連携した食育活動
の推進、より精度の高いがん検診体制の確立などの
市民の健康水準を引き上げるための様々な健康・予
防施策を推進していく。
問 	次年度の病院経営における基本的理念と、地方
公営企業法全部適用への道筋の概要は何か。
答	 来年度は中期経営計画の３年目にあたる。この
間、財団法人日本医療機能評価機構から最新の評価
基準では県下初の認定。国から、「地域がん診療連
携拠点病院」として志太榛原地域で唯一の認定。９
月には「地域医療支援病院」の承認を得て、急性期
病院に向けた体制づくりが具体化してきた。
　さらに、入退院センターの設置、病院まつり、コー

ヒーショップとコンビニの設置、食堂の改善などに
も取り組み、着実に実績をあげてきたように、「満
足度の向上」を図ることが経営の健全化につながる
と考えている。
　来年度はこの「満足度向上」のために、各種施策
の展開や様々な問題解決に「スピードを持った対応」
をテーマにあたってまいりたい。
　全部適用については、平成24年度の移行に向け、
来年度、準備作業を担当係を管理課に設置し、本年
度プロジェクトチームを立ち上げる予定である。
問 	平成18年から、全部適用、事業管理者の選任
を研究し、多くの先進事例も視察で学んできた者の
ひとりとして、たいへん感慨深い。制度も重要だが、
それ以上に事業管理者の資質、行動がより重要と認
識している。所見を求めたい。
答	 全部適用に移行したから、すぐに病院経営がよ
くなるとは考えていない。制度をいかに生かすかが
重要と考えてい
る。
※他の質問「４
つのＫの教
育・環境・危
機管理」及び
「次年度の歳
入見込みにつ
いて」

23年度の政策推進策から～主に４つのＫについて～
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日本共産党

議員石井　通
みち

春
はる

市民クラブ

議員天野　正孝

問 本年6月議会の私の一般質問で市は学童の独自
指針を4月に向けて作成すると答弁した。大きな問
題は待機児対策だが、施設の拡充が欠かせない。学
校側がもっと協力する必要があるのではないか？
答	 協力することを前提としている。
問 	保育園は責任ある立場での正規職員正保育士が
いる。学童の主任指導員が臨職のままでよいのか？
答	 新指針で職務を明確化の予定。待遇についても
正規職員化を含め大きな課題として受け止めている。
問 	地域運営委員会への過重負担をどう考えるか？
答	 市も今以上に関わっていく事は必要と考える。

問 包括的支援事業の展開を伺う。
答	 安心すこやかセンターへの相談件数は、昨年度、
市内全体で延べ約5,200件。実態把握も378件あっ
た。各センターの担当区域は「第５次ふじえだ介護・
福祉ぷらん21」の策定にあわせて見直す。
問 	任意事業について伺う。
答	 主なものとして、地域包括ケアシステム会議運
営事業、ねたきり老人等介護人支援事業、日常生活
用具給付等事業、介護さわやか相談員派遣事業、権
利擁護事業などがある。今後も、介護保険の限られ
た財源の中で、所要の取組みを図る。
問 	高齢者の方々が居宅で元気に暮らせるための福
祉施策について伺う。
答	 生きがい活動・社会参加の促進とともに、国の
動向を注視しながら、一般高齢者福祉サービスと介
護保険サービスをバランスよく提供できる仕組みを
「第５次ふじえだ介護・福祉ぷらん２１」の策定の
中で検討していく。

問 国保加入世帯の１カ月受診率は128％に対し、
資格証世帯（悪質な滞納等で保険証を交付されない
世帯）は1.8％。病気でも医者にかかることすら出
来ない非人道的制度だ。真に悪質と判断出来なけれ
ば資格証は慎重に対応すべきと国が言っているが、
本市では資格証発行106世帯のうち、年収100万円
未満25世帯を含め年収300万円未満が全体の95世
帯を占める。明らかに払いたくても払えない世帯だ。
答	 個々の状況は把握していないが、法にのっとっ
て調査してやっている。税負担公平化の考えもある。
問 	公平化と言うが資格証発行が増える一方で国保
の収納率は下がり滞納対策として機能していない。
さいたま市は医療保険継続を第1の考えとし、滞納
者に必ず会って対策を講じて資格証発行ゼロだ。
答	 滞納者には必ず臨宅をするように努めている。
問 	低所得者への医療費窓口負担減免基準が今年９
月に国から示されたが、本市の対応は？
答	 国の基準を基に来年度から対応していきたい。
問 	北村市長の国保に対する将来のビジョンは？
答	 国民皆保険制度を維持し、広域化を推進する。
問 	市民の願いは更に値上げとなる広域化でなく値
下げだ。国に対し悪政を改め市町村国保への国庫負
担を元に戻すよう要求する態度こそ必要ではないか。
答	 国保も一番の課題と考えている。市長会などで
国に市の現状を訴えていく。

問中期経営計画の進捗状況等について伺う。
答	 中期経営計画では89の施策展開を図っている。
平成21年度には36事業が実施され、本年度は未実
施事業への取り組みや、実施済み事業の更なる充実
を図っている。
問 	病院への一般会計からの負担金・出資金の基準
及び運転資金支援について伺う。
答	 総務省からは毎年度地方公営企業繰出金に係る、
繰出基準が示されており、病院事業については、病
院の建設改良、救急医療等の確保など、十数項目が
繰り出しの対象項目として規定されている。
問 	経営改善を加速させる新たな施策等伺う。
答	 今後放射線治療機械である「リニアック」の更
新を予定しているが、放射線治療医師の招

しょうへい

聘と合わ
せて考えていきたい。

放課後児童クラブの運営指針について

介護福祉事業について

低所得者に対して国民健康保険税、医療費窓口負担の軽減措置を

藤枝市立総合病院の経営改善について

放課後児童クラブの様子

藤枝市立総合病院
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藤
枝
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
議

会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
１
つ

と
し
て
、
議
会
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
が
初
め
て
の
開
催
で
、
全
議
員
が
２
班
に
分
か
れ

て
、
10
月
30
日（
土
）に
駅
南
図
書
館
、
11
月
７
日（
日
）に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
２
会
場
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
午

後
２
時
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。　

　

２
日
間
で
合
計
53
名
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、
市
政

や
議
会
に
対
し
て
多
く
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
頂
き
ま
し

た
。

　

議
員
が
地
域
に
出
向
き
、

直
接
市
民
に
対
し
て
議
会
活

動
の
状
況
や
市
政
に
関
す
る

情
報
を
報
告
・
説
明
し
、
議

会
や
市
政
に
対
す
る
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
、

議
会
や
市
政
に
対
し
て
の
疑

問
や
意
見
等
を
直
接
お
聞
き

し
、
意
見
交
換
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

皆
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
や

ご
要
望
等
は
、「
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
運
営
会
」
で
内
容

等
を
整
理
し
、
市
政
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
常

任
委
員
会
で
調
査
・
研
究
を

行
な
っ
た
り
、
市
長
へ
の
要

望
・
提
言
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
い
た
だ
い
た

ご
意
見
・
ご
質
問
に
つ
い
て

は
、
12
、
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

会
場
で
は
、
参
加
し
た
皆

様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に

今
後
の
議
会
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
開
催
日
程
や
方

法
な
ど
、
市
議
会
広
報
広
聴

委
員
会
で
の
検
討
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て
は
、
14
、
15
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
と
も
に
、
市
民
の
た
め
の

議
会
活
動
を
進
め
る
う
え
で

の
重
要
な
手
段
の
一
つ
と
し

て
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
方
の
政
治
は
、
市
長
と

議
会
議
員
が
双
方
と
も
市
民

か
ら
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
、

二
元
代
表
制
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
で
市
議
会
は
、

議
事
機
関
と
し
て
市
の
重
要

な
政
策
を
決
定
す
る
「
意
思

決
定
」
と
執
行
機
関
（
市
長

等
）
へ
の
「
監
視
・
評
価
」

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
代
表
と
し
て
多
く

の
市
民
か
ら
の
意
見
を
市
政

に
反
映
し
、
議
会
と
し
て
の

機
能
を
高
め
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
へ
の
報
告
と

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、

議
会
へ
の
市
民
参
加
の
推
進

初
め
て
開
催
し
た
議
会

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
は

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

な
ぜ
開
催
し
た
の
？

開
催
状
況

【
１
班
】

平
成
22
年
10
月
30
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～

駅
南
図
書
館　

集
会
室

出
席
議
員

石
井
通
春
・
大
石
信
生

志
村
富
子
・
大
石
保
幸

槇
原
正
昭
・
天
野
正
孝

岡
村
好
男
・
遠
藤　

孝

水
野　

明
・
渡
辺
恭
男

池
田　

博
・
館　

正
義

（
以
上
12
名
）

参
加
者　

26
名

（
男
性
23
名
・
女
性
3
名
）

【
２
班
】

平
成
22
年
11
月
7
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

第
１
会
議
室

出
席
議
員

小
林
和
彦
・
萩
原
麻
夫

薮
﨑
幸
裕
・
向
島
春
江

西
原
明
美
・
杉
山
猛
志

臼
井
郁
夫
・
植
田
裕
明

池
谷　

潔
・
百
瀬　

潔

渡
辺
恭
男
（
以
上
11
名
）

参
加
者　

27
名

（
男
性
23
名
・
女
性
4
名
）

議長から開催挨拶（10／ 30）

市民との意見交換の様子（11／ 7）

市民と
の意見
交換会 議会タウン

ミーティング開催
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質問・意見等 回　答　等

藤枝市を住んで楽しいまちにしようと
しているか。

藤枝市は、「元気なまち藤枝」のまちづくりに向け取り組んでいる。議会
としても、そのまちづくりに向けチェックしていきたい。

名古屋市長の行政手法は正しいのか。
行政と議会のあり方は如何にあるのが
よいか。

名古屋市長の手法が正しいかどうか、名古屋市と藤枝市を一緒にするわけ
にはいかない。行政と議会のあり方としては、あくまでも議会は市民の代
表であり、その代表として市政に対して審査や意見を申し上げていかなけ
ればならない。

政務調査費の使途を伺う。

平成22年度より年間一人当たり24万円が30万円となった。
使途については、基準を定めており、その内容は、議員研修費、調査視察
費、資料の購入費、活動広報費、会派の諸経費等（事務用消耗品等）であ
り、飲食費は除外となっている。使途報告には、全て領収書をつけて議会
事務局の精査も受けている。

政務調査費は、30万円で足りているか。
また、足りない場合はどうしているか。
どこへ行けば、調査結果がわかるか。

政務調査費は、会派ごとに支給されている。足りなくなった場合には各会
派で負担している。結果は、各会派で報告書を作成し、議会事務局に提出
している。

政務調査費について、調査や視察は遠
くに行かなくても学ぶべきところが有
るのではないか。

視察調査は、目的及び効果等も求めて計画している。費用支給があるから
遠くへ行くというわけではない。

女性議員が3人とも総務消防委員会に所
属しているがどうしてか。

各委員会の所属については、所属したい委員会の希望をとった後に会派な
どで調整を行った結果である。

議員に対するNＰＭ（新公共経営）の
教育はどうなっているか。

藤枝市はＮＰＭ（新公共経営）の理念にたって各施策が進められている。
議会はそれらを踏まえ、提言や修正を行っている。
新公共経営に関わることは、議会としても積極的に講演や勉強会に参加し
ている。

韓国の友好都市楊州（ヤンジュ）市と
の交流内容について。

楊州市との友好については始まったばかりであり、今後友好を深めていく
ことになると思う。先日、ペンリス市友好25周年記念式典が行われたが、
その時には楊州市総務局長も出席し、友好を深めた。

瀬戸川左岸交通規制について　（勝草橋
～金吹橋まで）いつまでやるのか。

今年、はじめて「こもれびの道」として道路の遊歩道化事業を開催した。
これは、日常の生活道路の交通規制を行うことで、新たな生活空間を創出
する社会実験として行ったもので、11月に社会実験が終了する。実施に
あたっては、アンケート調査も行っており、今後どうしていくかは市で考
えていくことになる。

新東名取り付け道路に県道朝比奈藤枝
線から流出入はできないか。

新東名インター取り付け道路整備計画の中では、ロングランプと県道朝比
奈藤枝線と交差する高田側から流出入できると聞いている。

質問・意見等 対　　応

藤枝市は、非核平和都市宣言をしているが、単なるシンボルにするのでは
なく、それをもっと豊かなものにしていくために、行政と議会が精力的に
情報発信をし、また、近隣の焼津市ともスクラムを組んでやっていくよう
提案する。（要望）

ご要望として受けとめる。

藤枝市の財政は、税収減や補助金の減などにより、非常に厳しい状況であ
る。行財政改革を進めるうえで、特に財政改革に対して議会が市当局に対
して提言をされているのか。また、今後明確にしたものにしていただきた
い。あわせて、市当局に対してもっと財政改革をやるように働きかけをし
ていただきたい。（要望）

委員会として提言していくとともに、
今後の議会活動の中で、注視していく。

今回の「議会タウンミーテイング」での主なご意見、
ご質問への回答内容等は、以下のとおりです。

総務消防委員会での対応
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※市政に対する要望・意見等については、今後検討していきます。

質問・意見等 回　答　等 対　　応

放課後児童クラブの運営について、
定員を超えて受入をしているクラブ
もある。様々な事情の家庭があり、
無理して受け入れをしている現状で
あるということを理解してもらいた
い。

放課後児童クラブは小学校1年生か
ら3年生までが基本で、4年生も多少
入っているところもある。地域を主
体とした運営であるので、受け皿の
拡充等、地域と学校でも相談してい
ただき、空き教室などの利活用も進
めていただければと思う。

健康福祉委員会として放課後児童ク
ラブの指導員の方々と意見交換を行
う予定である。

健康福祉委員会での対応

質問・意見等 回　答　等 対　　応

配布された資料に、委員会ごとの議
員の顔写真があるが、出身地区の表
示をされたい。

ご意見を検討する。
議員は、市民全体の代表であるため、
特定の地区を表示しなかった。今後
も同様としたい。

タウンミーティングの焦点がはっき
りしない。

今回の例を参考にして、再検討して
いきたい。 今回は初回であり、議会の説明、９

月議会の報告が中心となりました
が、今後はテーマ・対象を絞りこん
での開催も検討していきたい。タウンミーティングの内容が何をど

うするのか不明瞭である。
次回から内容がわかりやすいよう
に、お知らせをしていきたい。

タウンミーティングは、今後、年に
どのくらい行うのか。

市議会広報広聴委員会で今後の開催
については検討していく。 議会日程を考慮する中で、今後、回

数・場所を増やす方向で検討してい
く。市民の声を行政に反映させるために、

議会報告会を各定例会前後１ヶ月く
らいに開催してほしい。

できるだけ多くの機会をつくってい
きたいと考えている。

広報広聴委員会での対応

質問・意見等 回　答　等 対　　応

若い人材が議員になるにはどのよう
なことが必要で、何をすれば良いと
思うか。

議員報酬のＵＰも一つの方法である
が、難しい問題である。私どもも市
民の負託に応え、活力ある若い人材
の活躍を期待したい。その為にも、
若い人たちが十分に活動できる議会
の体制作りも必要であると考える。

議会改革の検討課題に含めていきた
い。

議員定数削減の効果を、議会として
どの様にとらえているか。

経費削減面では、一定の効果はある。
しかし、議員削減のみがすべてでは
ないと考える。小さな声をどう届け
るか。それぞれの議員が、全市的な
立場に立った考え方が大切と考える。

議員、議会からの提案がなされてい
るか。

議員個々の提案は、これまでも一般
質問や意見書の提案などで行ってい
る。また、各所属委員会、あるいは
会派等でも市の取り組みに対し、方
向性を提言している。平成21年度に
は、これからの藤枝市のまちづくり
の指針となる「藤枝市総合計画」の
策定に向けて、議会としてもその基
本構想、計画の方向性について提言
をした。

議会改革研究会等で検討
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議会タウンミーティング　アンケート集計結果（全体）
1 参加人数 53人（10/30：26人・11/7：27人）

2 アンケート回答 44人（10/30：24人・11/7：20人）回答率：83％（10/30：92%・11/7：74%）

【地域別】

（人）（10/30）（11/7）

瀬戸谷 0 0 0

稲葉 0 0 0

葉梨 2 1 1

広幡 2 0 2

西益津 1 0 1

藤枝 6 0 6

青島 16 15 1

高洲 7 5 2

大洲 5 2 3

岡部 7 0 7

回答なし 7 3 4

【年齢別】

（人）（10/30）（11/7）

20 代 0 0 0

30 代 0 0 0

40 代 2 1 1

50 代 8 4 4

60 代 19 9 10

70 代 14 10 4

80代以上 3 1 2

回答なし 7 1 6

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

回
答
な
し

80
代
以
上

70
代

60
代

50
代

40
代

30
代

20
代

【質問１】タウンミーティングの全体の時間について。

【質問２】内容について。

（人）（10/30）（11/7）

適当 25 13 12

長く感じる 2 2 0

短く感じる 13 8 5

回答なし 4 1 3

（人） （10/30）（11/7）

満足 1 1 0

まあ満足 27 18 9

やや不満 12 4 8

不満 3 0 3

回答なし 1 1 0

適当
56％

長く感じる ５％

回答なし ９％

短く感じる
30％

まあ満足
62％

満足 ２％
回答なし ２％

不満 ７％

やや不満
27％
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【質問３】開催日時は、何曜日の何時頃からが適当だと思いますか。

＊その他･･･様々な時間帯を試す必要あり
＊時間帯：午前は、９時～ 10時開始
　　　　　午後は、１時～３時開始
　　　　　夜間は、19時開始

（人）（10/30）（11/7）

土曜日の午後 10 9 1

土曜日の夜間 2 1 1

日曜日の午前 4 0 4

日曜日の午後 10 2 8

土日の午後 4 2 2

水曜日の午後 1 1 0

金曜日の午後 1 1 0

休前日の夜間 2 1 1

その他 1 1 0

回答なし 9 6 3

日曜日の
午後 23％

土曜日の
午後 23％

回答なし
20％

土曜日の夜間 ５％

日曜日の午前 ９％

土日の午後 ９％

その他 ２％
休前日の夜間 ５％

金曜日の午後 ２％
水曜日の午後 ２％

【質問４】あなたは、市役所の議場で議会の本会議を傍聴されたことがありますか。

（人）（10/30）（11/7）

ある 25 19 6

ない 19 5 14

ある
57％

ない
43％

【質問５】議会に対するご意見・本日のご感想などがありましたら、お書きください。

主な意見
・タウンミーティングは継続してほしい。月1回は開いてほしい。

・短時間の報告なので、発表内容の資料等、工夫がほしい。

・会場のレイアウトを工夫し、出席議員の名札と顔が見えるようにすればと思う。

・ミーティングを開催する意義は十分汲み取れたと思います。

・広報の仕方を考え、若い人にも参加してもらえるタウンミーティングにしていってください。

・質問の受け方等、運営に改善の必要があります。

・参加者に高齢層が多い。若壮年層参加を図るべく、日時設定を検討してほしい。（今日が悪いということ

ではありません。）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
議
会
は
「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
を

目
指
し
、
昨
年
「
議
会
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
も
委
員

一
丸
と
な
っ
て
飛
躍
の
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。	

（
萩
）

　

新
春
を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
議
会
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
も
含
め
、
昨
年
以
上
の
広
報
広

聴
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
天
）

　

市
議
会
だ
よ
り
が
、
充
実
し
た
内
容
に

な
る
よ
う
に
委
員
一
同
心
が
け
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
こ
ち
ら
が
気
付
か
な
い
点

が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
意

見
も
是
非
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。	

（
石
）

　

広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、
少
し
で
も
見

や
す
い
紙
面
作
り
を
、
と
協
議
を
し
な
が

ら
毎
回
の
編
集
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
試

行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
お
気
付
き
の
点

は
お
気
軽
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。	

（
大
）

　

読
み
や
す
い
市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
に

お
読
み
い
た
だ
き
、
市
議
会
を
知
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。	

（
西
）

市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
委
員

　

萩
原
麻
夫
・
天
野
正
孝
・
石
井
通
春

　

大
石
保
幸
・
西
原
明
美

　

２
月
市
議
会
定
例
会
は
、
２
月
18
日
か
ら

３
月
17
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

る
予
定
で
す
。

２
月
18
日　

本
会
議
１
日
目

　
　
　
　
　

議
案
上
程
・
常
任
委
員
会

３
月
１
日　

本
会
議
２
日
目

　
　
　
　
　

代
表
質
問
・
一
般
質
問

　
　

２
日　

本
会
議
３
日
目

　
　
　
　
　

一
般
質
問

　
　

３
日 　

本
会
議
４
日
目

　
　
　
　
　

一
般
質
問
・
議
案
質
疑

　
　

４
日 　

現
地
審
査

　
　

７
日　

常
任
委
員
会

　
　

８
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

９
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

10
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

11
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

17
日　

本
会
議
５
日
目
・
採
決

　

議
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
様
の
生
活
に
直
結
し
た
重
要

な
問
題
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

本
会
議
の
当
日
、
市
庁
舎
東
館
５
階
の
傍

聴
席
入
口
で
受
付
し
て
い
ま
す
。
受
付
は
、

ご
住
所
と
お
名
前
を
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

問
い
合
わ
せ

【
議
会
事
務
局
】
電
話
６
４
３—

３
５
５
２

２
月
市
議
会
定
例
会

普通救命講習会を受講 常任委員会からの提言 決算特別委員会からの提言

　11月１日に決算特別委員会か
ら来年度予算編成に向けての提言
書を市長に提出しました。
　決算特別委員会の開催について
は、前回発行（11/5号）の市議
会だよりに掲載しました。また、
市長への提言内容については、市
議会ホームページに掲載していま
すので、ご覧ください。

　12月14日に総務消防委員会・
文教建設経済委員会から提言書を
市長に提出しました。
　総務消防委員会からは、第５次
総合計画の確実な実施や、行財政
改革の更なる取り組みなどについ
て、文教建設経済委員会からは、
富士山静岡空港を活用した地場産
品ブランド化への推進と新たな商
品開発を図ることや、日常生活道
路が安心・安全に使用できる整備・
補修に努めることなどの提言がさ
れました。なお、提言内容につい
ては、市議会ホームページに掲載
していますので、ご覧ください。

　AED（自動体外式除細動器）
とは、心室細動による心停止を電
気ショックで再生させるものです。
近年、高い救命率を上げている
AEDが公共施設を中心に多くの場
所に設置されてきており、市内に
おいても、小・中学校全てを含む
多くの施設にAEDが設置されてい
ます。
　議会では、議員が率先して操作
できるよう、11月25日、26日の
２日間において、全議員がAED
を含む普通救命講習会を受講しま
した。

議
会
を傍
聴
し
ま
せ
ん
か

編
集
後
記


